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研究内容 
・私の研究は、太陽光を利用して電気を生み出す太

陽電池の高効率化と長期安定化を目的としてい
ます。特に、材料の使い方や構造を工夫すること
で、より多くの電気を生み出し、長く安心して使
える太陽電池の実現を目指しています。 

・これまで、薄い膜状の材料を用いた「薄膜太陽電
池」や、次世代技術として注目される「ペロブス
カイト太陽電池」を中心に研究を行ってきました。
材料の作り方や組み合わせ、層と層のつながり方
を細かく調べることで、発電時のエネルギー損失
を減らし、性能を向上させる工夫を行っています。 

研究室で作製したペロブスカイト太陽電池 
・また、環境への配慮も重要な研究テーマです。有

害物質を使わない構造や、エネルギー消費の少な
い製造方法、軽くて曲げられる太陽電池など、将
来の社会で実際に使われることを意識した研究
に取り組んでいます。さらに、シミュレーション
を用いて、実験結果を理論的に理解し、より良い
設計指針を導き出す研究も行っています。 

 
研究結果 
・これまでの研究により、太陽電池の性能を左右す
る材料や構造の重要な条件を明らかにしてきま
した。特に、材料の成膜条件や界面の設計を最適
化することで、発電効率の向上やエネルギー損失
の低減につながることを示しました。また、Cd (カ
ドミウムなど) 有害物質を使わない太陽電池にお
いても、高い性能が実現できる可能性を示してい
ます。 

・また、屋外環境での発電性能評価や劣化解析にも
取り組み、気温や光の色の違い、湿度などが発電
量や長期信頼性に与える影響を定量的に評価し
てきました。これらの成果は、実際の設置環境を
考慮した太陽光発電システムの設計や、長寿命化
技術の開発に役立てられています。 

・加えて、これから懸念される太陽電池モジュール
の大量廃棄に備え、太陽電池内で起こる配線やは
んだ接合部の断線を、屋外設置したまま修復でき 

 
る技術を開発しました。誘導加熱装置を用い、故
障部分のみを短時間加熱することで、分解せずに
発電性能の回復に成功しています。 

誘導加熱を応用した太陽電池モジュールの修理 
・これからも、多くの学術論文として研究成果を発
信し、再生可能エネルギーの普及と持続可能な社
会の実現に貢献します。 
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